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講演題目 

学際的グローバリゼーション研究における地域に根差した越境的発信と交流 

研究の目的、成果及び今後の展望 
 本研究は、静岡県公立大学法人第 3期中期計画「２ 研究に関する目標を達成するための措置 （1）

研究の方向性及び成果の活用」の「多文化共生を視野に入れた社会・文化・言語を中心とした研究」

にあたり、静岡県多文化共生推進基本条例、静岡市多文化共生のまち推進条例の趣旨に沿う研究であ

る。学際的グローバリゼーション研究において、静岡という地域に根差した越境的発信と交流を強化

することで研究の発展が大いにみられ、また今後の研究においてもさらにこうした試みが求められる

ことを認識できた。具体的な成果は以下の通りである。 

【グローバル・スタディーズ研究センター主催企画】 

１．「自著を語る」シリーズ（3回開催）『在日フィリピン人社会─1980～2020 年代の結婚移民と日系

人』高畑企画（7 月）、Unsilent Strangers: Music, Minorities, Coexistence, Japan 米野企画（9

月）、『ゴミが作りだす社会─現代インドネシアの廃棄物処理の民族誌』吉田研究員企画（2月） 

２．特別セミナー「在米アラブ・ムスリム知識人の現在─ディアスポラの眼差す中東」山本企画（1

月） 

３．客員研究員によるオンラインセミナー（2 回開催）「Understanding Muslim Communities, 

Multiculturalism, and Integration in Japan」Villa 客員研究員・Ostermiller 客員研究員企画（4

月）、「Migrant Workers as Media Prosumers: Filipino Migrant Workers in the Digital Turn」Villota

客員研究員企画（3月） 

４．映画企画「映画で知ろう！移民・難民」（2回開催）「兵役拒否」山本企画、「フィリピンパブ嬢の

社会学」高畑企画（10 月） 

５．ドキュメンタリー映画上映会 「医学生 ガザへ行く」山本企画（7月） 

６．難民映画祭パートナーズ特別上映会 「南スーダンで生きる～ある家族の物語～」村橋企画（12

月） 

【グローバル・スタディーズ研究センター共催企画】 

１．外部講師による講義「海外移住と日本人」（7月） 

２．外部講師による講義「『難民』問題・研究とは何か」（12 月） 

３．シンポジウム「Revisiting Filipino Migration to Japan」（1月） 

４．Book Talk イベント「Philippine-Japan Relations in the Twenty-First Century」（3月） 

 


